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内で．重要とされるものは． 「カチン儀礼にて供吻をなすこと J • 「布薩堂建立の
ための寄付J • 「息子を得度させること」が上位にランクされる。
村人は，功徳（プン）を積むことによって．よき来世への転生を望む。親のよき
来世のために，供養儀礼が重要であるとされるのであるが，功徳は，個人のためだ
けではなく，それを他者に転送（回向）することも可能である。したがって，現．
特に母親は，息子自身のためのみならず．自らのために．息子の得度を強く望む。
息子の得度は．一人前の社会人になるためだけではなく，・得度によって得る功徳を
親の来世のために親に回向する報恩の意味があるからである。またほとんどの重要
な儀礼において，近親は．功徳を積むことに共同し．その功i惑を分ち合うことが強
調される。
息子が得度をすれば，親．特に自ら僧となって功徳が積めない母親は歓喜する。
しかし，それは母親のよき来世を必ずしも保証するものではない。 60歳を過ぎ．娘
たちが世話をしてくれるようになると，村人は，寺院行事に熱心になる。自らのた
めの功徳と，それを亡くなった近親に回向するためであるが．そのように子供たち
が供養儀礼をしてくれることを望む親の願いが．あの「供養料Jと呼ばれる相続財
に込められている。
功徳は，自分のためのみならず，世話になった近親への回向のために，それは近
親．広くは同朋の間で分ち合うものであるというドンデーンの村人lこ固有の世界観
的秩序観が，村人の近親聞における献身的共同感情や勤勉の美徳を方向づけている
枠組みを提供しているように思われる。このような村人の共同の構造が．急速に変
勤しつつある村の生活にどのような意味を持っているかについても報告したい。
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